
 

自主防災訓練メニュー 

天白区自主防災会長マニュアル（別冊１） 

■ 本メニューの使い方 

本メニューは、天白消防署で用意している 14 種類の

自主防災訓練を紹介し、みなさんの地域で訓練を企画して

いただく際の参考としていただくものです。 

訓練内容のほか“訓練（所要）時間や訓練実施に適した

場所、地域で用意していただきたい資器材”等についても

記載しています。 



■ 訓練メニュー一覧                          

 

No. 名称 所要時間 場所 

 1 
安否確認・現地本部運営 

シミュレーション訓練 
45 分～ 屋内（コミセンや集会所、体育館等） 

 2 
安否確認・現地本部運営

実動訓練 
30 分～ お住まいの地域全体 

 3 初期消火訓練 15 分～ 
公園や駐車場等、水で濡れても大丈夫

な場所 

 4 てんぷら油火災体験 15 分～ 
屋外（運動場や駐車場等、燃えやすい

ものがない広い場所） 

 5 煙道体験 
1 人 20 秒 

で通り抜け 

屋外：煙ハウス（3m×6m 程の大きさ） 

屋内：煙ハウス又は区画された空間 

 6 

救
出
救
護
訓
練 

心肺蘇生訓練 30 分～ 屋内外どちらもでも可 

 7 応急手当訓練 15 分～ 屋内外どちらもでも可 

 8 搬送訓練 15 分～ 屋内外どちらもでも可 

 9 救助訓練 30 分～ 屋内外どちらもでも可 

10 避難誘導訓練 30 分～ お住まいの地域 

11 

そ
の
他
の
訓
練 

防災講話 15 分～ 屋内外どちらもでも可 

12 防災かるた 30 分～ 
屋内外どちらでも可（8ｍ×8ｍ程の

スペースが必要） 

13 
ＤＩＧ（ディグ） 

災害図上訓練 
60 分～ 屋内（コミセンや集会所、体育館等） 

14 簡易水防工法訓練 15 分～ 屋外（公園等、水道が使用できる場所） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人 数】5 人～ 

【時 間】45 分～ 

【場 所】屋内（コミセンや集会所、体育館等） 

【地域で用意していただきたい資器材】 

長机やホワイトボードがあると訓練しやすくなります。 

訓練計画ポイント 

安否確認・現地本部運営 
シミュレーション訓練 

 

 

地震発生時の自主防災会長・組長

等の重要な役割である「安否確認

・現地本部運営」をシミュレーシ

ョン訓練して学ぶ。 

 

年度の早い時期に優先的に実施

していただくのがお勧めです。 

目 的 

①会場内を架空の町内とし、訓練参加者を自主防災会長と組長に役割分担 

②組長役が各所に並べられている写真を、組の世帯と見立てて安否確認 

 

 

 

 

 
 

③安否確認後、現地本部へ報告 ④会長役が情報を地図に書き込み整理 

 

 

 

 

 
 

⑤整理した地図等を参考に、様々な状況・被害への対応を検討 

⇒「○○さん宅をもう一度安否確認しよう！」 等・・・ 

訓練内容 

訓練 No. 1 

現
地
本
部 

 

上のような、様々な状況の写真が机上に並べ
られています。この並びを“組の世帯”と見立
て、組長役が順に安否確認していきます。 

○○さん安否不明 



 

【訓練補足説明】 

 

安否確認例 1 安否確認札が掲出されているので記録様式の無事欄にチェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

安否確認例 2 下写真（安否確認札未掲出）のように判断に迷う世帯もあります。 

その場合は、写真に付属しているフローチャート（下画像）で対応を判断します。 

 

 

 

 

 

 

 

現地本部運営例  被害情報を整理し対応を検討できたら、コントローラー（消防職員）

へ「○○さん宅をもう一度安否確認します」等と宣言してください。その宣言に応じて

コントローラーが「中からかすかに声が聞こえます」等の状況を再度付与します。 

 

【本訓練と訓練「No.2 実動訓練」の特徴比較】 

まず、本訓練で会長や組長等の役割を理解していただいた上で、実動訓練で一般の

住民の方と訓練していただけると効果的です。 

本訓練の特徴 

⇔ 

実動訓練の特徴 

家屋倒壊や火災等、地震発生時に即し

た様々な状況を再現・体験できる。 

様々な状況を再現・体験できない。（安

否確認札掲出・未掲出のみ） 

架空の地域での訓練だが、同一会場の

ため全体の流れがよく見える 

実際の地域で訓練ができるが、死角が

でき全体の流れがよく見えない 

一般の住民は参加しないため、地震発

生時に安否確認札等を掲出するという

習慣づけができない。 

一般の住民も参加するため、地震発生

時に安否確認札等を掲出するという習

慣づけができる。 

安否確認札未掲出です。

声かけをしますか？ 

目隠し 目隠し 

す
る 

し
な
い 

判断した方の目隠し

を取ると、その後の

状 況 が 記 載 さ れ て

います。 

「声をかけたところ、

住民が出てきました。

掲 出 を 忘 れ て い た
とのこと。」等 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人 数】全地域住民 

【時 間】30 分～ 

【場 所】お住まいの地域全体 

【地域で用意していただきたい資器材】 

特になし（地域で様式等を作成している場合は、使用していただいて結構です） 

訓練計画ポイント 

安否確認・現地本部運営 
実動訓練 

 

 

地震発生時の自主防災会長・組長

等の重要な役割である「安否確認

・現地本部運営」について、実際に

地域で訓練を実施するもの。 

また、地域住民も安否確認札等を

掲出する訓練をするもの。 

目 的 

次の１～３の流れで訓練準備を行います。 

１ 安否確認に関する地域内のルール作り 

 検討事項については裏面参照 
 

２ 回覧チラシ等で訓練実施日時や実施内容等について住民に周知 

 訓練日時や訓練内容、安否確認の重要性等を地域住民に周知するための

チラシを消防署で作成しました。（裏面参照） 

 消防署で日時等を入力し印刷できますので、ご相談ください。 
 

３ 地域のルールに沿って、概ね次の①～④の流れで訓練を実施 

訓練内容 

訓練 No. 2 

① 各 世 帯 で
安否確認札等
を掲出 

状況を確認 声掛け 
④ 現 地 本 部 で
会 長 等 が 結 果
を集約 



 

【安否確認・現地本部運営に関する検討事項】 

 

 地域で最低限ルール作りが必要な事項は下表のとおりです。 

 ひとまず、一般的なルールで訓練を実施していただき、その後地域に合ったルール作

りをしていただくのがお勧めです。 

検討事項 一般的なルール 概要等 

実施のタイミング 

市域で震度 5 強以上

の 地 震 が 発 生 し た 直

後 

決まっていないと、安否確認札等を掲出

する世帯、しない世帯がバラバラになる

可能性があります。 

安否を知らせる方法

（ツール） 

安否確認札、タオル、

LINE 

消防局作成の安否確認札（下画像参照）

の サ ン プ ル を 消 防 署 で お 渡 し す る こ と

ができます。ご相談ください。 

安否確認の実施者・

範囲 
組長が組内を確認 

誰がどの範囲を確認するのかが決まって

いれば、効率的かつ漏れなく実施できる

と思われます。 

現地本部の位置 地域の公園、集会所 

防 災 倉 庫 の あ る 場 所 や 一 時 集 合 場 所 と

同所だと、その後の災害対応がスムーズ

になると思われます。 

各種様式（安否確認

の記録様式 等） 

各種様式や情報を整理する際に有効な地域の地図のサンプルを

消防署でお渡しすることができます。また天白消防署本署では

地図等を拡大印刷することもできます。 

 
回覧チラシ（両面 1 枚刷り） 

※○○の所に日時等を入力すればそのまま使用できます 

消防局作成の 

安否確認札 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人 数】5 人～ 

【時 間】１５分～ 

【場 所】公園や駐車場等、水で濡れても大丈夫な場所 

【地域で用意していただきたい資器材】 

 特になし 

訓練計画ポイント 

初期消火訓練 

 

消火器や消火バケツ等、初期消火

資器材の使用方法を学ぶ。 

 

災害時だけではなく、平常時にも

役立つ訓練です！ 

目 的 

初期消火訓練では次のような訓練ができます。 

●消火器 

水道水が充填されている、訓練用の 

「水消火器」で訓練することができます。 

使用方法は実際の消火器と同様です。 

 

●消火バケツ 

両足を開いて腰をおとし、バケツを腰まで 

引いて前に押し出すように水をかけます。 

 

●バケツリレー 

火元から離れた水利（プールや河川等）から 

協力して水を運び消火する訓練です。 

競争形式で実施することもできます。 

訓練内容 

訓練 No. 3 



 

【実践的な初期消火訓練のアイデア】 

 

基本的な資器材の取扱いができるようになったら、次のような発災時を想定した実

践的な初期消火訓練にも取り組みましょう。 

消火器を使用する訓練  

〇あらかじめ放水に適した場所に水消火器を設置するのではなく、実際の設置場所等、

火元（的）から離れた場所に設置し、適切な場所に搬送してから放水する。 

〇119 番通報をする人、助けを呼ぶ人、消火器を取りに行く人、安全管理を行う人等、

複数人で役割分担して実施する。 

 

施設に設置されている設備を使用する訓練  

マンション等には規模や用途等により、消火器だけでなく、自動火災報知

設備や屋内消火栓（右写真）等の様々な設備が設置されています。 

これらの設備の使用方法を把握することは、大規模災害時以外でも非常に

有用です。使用方法は消防職員から教養させていただくことができます。 

 

【消火器 豆知識】 

性能  

放射時間：概ね 15 秒程 消火薬剤の種類：粉末が一般的 

消火能力  

消火器 1 本で消火可能な火災は、概ね自分の腰ぐらいの炎が目安になります。 

天井まで炎が届いてしまった場合は、避難を優先しましょう。 

適応火災  

消火器本体には、適応火災の種類を示すマークが表示されています。 

 

 

 

 

 

消火器の管理や廃棄について  

消火器は資源やゴミとして出すことができません。廃消火器リサイクルシステム等を

活用し処分してください。 

詳細は市公式ウェブサイトを確認してください 

名古屋市 消火器処分 検索 

「普通火災」 

木材、紙、繊

維 等 が 燃 え

る火災 

「油火災」 

ガソリン、灯

油、てんぷら

油等の火災 

「電気火災」 

変 圧 器 や 配 電

盤 な ど 、 電 気

設備の火災 




